
宋
代
の
地
圖
7
と
．
民
∵
族
、
蓮
動

増

田

忠

雄

序

農瓜
μ｝滋

　
劇
毒
が
政
治
軍
事
上
の
方
策
鰹
砲
車
に
當
り
、
必
要
歓
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
今
更
述
べ
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
園
篤
思
想
と
の
闘
聯
に
就
て
は
、
あ
ま
O
今
迄
、
…
般
熊
淀
撫
せ
ら
れ
て
る
な
か
っ
た
の
で
、
戴
に
小
丈
を
製
し
、
大
方
の
批
判
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

を
押
ぐ
次
第
で
あ
る
、

　
あ
る
塗
家
が
｝
定
の
交
化
段
階
に
達
し
、
そ
の
闘
篤
の
声
部
で
な
く
て
も
、
指
導
的
な
知
識
階
級
が
國
民
た
る
の
宙
畳
を
も
つ
に
至
っ

た
時
に
、
野
土
は
階
資
の
贈
圭
じ
あ
る
と
歎
ふ
精
興
的
な
霞
畳
に
嚢
輸
す
る
。
即
ち
國
蒙
と
國
民
と
歳
出
が
統
一
さ
れ
た
親
指
と
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縄

蒔
に
、
そ
の
男
工
を
表
現
す
る
國
家
燈
閥
は
國
民
の
園
蒙
繋
念
の
具
燈
的
な
表
現
と
し
て
、
そ
こ
に
研
離
す
る
こ
と
の
澱
來
な
い
園
斑
的

｝
膿
観
を
繕
践
す
る
に
至
る
。
從
っ
て
も
し
騰
史
的
地
理
的
に
輿
へ
ら
れ
た
遽
命
的
な
喫
驚
の
生
活
醐
に
獲
大
縮
少
の
現
象
が
起
る
と
、

こ
れ
が
國
蒙
冷
圃
と
し
て
表
硯
さ
れ
た
晴
、
こ
の
瞬
自
灘
が
醐
民
の
國
家
観
念
に
演
負
心
又
は
屈
辱
懲
を
輿
へ
る
作
用
を
も
つ
に
至
る
。

こ
れ
．
古
傷
よ
O
、
國
籔
的
蹴
発
を
必
要
と
し
た
時
代
叉
練
段
階
に
達
し
た
鷲
宮
に
於
け
る
、
そ
の
黒
鍵
鰹
岡
の
國
民
思
想
に
恐
し
て
も
つ
・

　
　
　
　
宋
岱
海
瀬
蓬
勲
欝
）
　
　
　
　
　
　
　
　
箋
＋
蓼
笙
號
　
壼



　
　
　
　
庸
小
爪
代
の
地
醐
糊
と
疑
族
締
出
醐
…
．
（
工
業
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樵
罪
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轟
鶴
山
ハ

特
殊
轍
意
義
で
あ
る
。

し
か
し
、
建
家
登
闘
が
、
か
ゑ
丈
化
的
作
用
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
國
民
博
識
贋
と
藤
岡
す
べ
一
落
繕
の
獲
達
が
必
要
で
あ
る
。

即
ち
先
づ
、
知
識
屠
間
に
地
園
の
爽
斑
と
文
字
の
理
解
が
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
、
知
識
層
の
集
合
す
る
駄
獣
に
、
叉
町
民
大
衆
の

藥
合
す
る
寺
騰
、
祭
禮
等
に
封
ず
る
土
嚢
か
け
と
な
り
、
石
牌
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
掲
示
よ
め
始
っ
て
、
印
刷
緬
の
嚢
隷
　
後
は
印
綱
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

騰
類
の
流
布
と
な
O
、
地
闘
の
持
つ
具
象
的
な
騰
性
の
故
に
、
繋
縛
寛
傳
の
如
く
、
知
識
隠
を
桑
り
越
え
て
～
繊
大
衆
に
饗
し
て
強
き
作

用
を
略
つ
に
蚕
乃
の
で
あ
る
。

　
特
に
近
代
の
如
く
葱
愚
な
る
技
術
の
機
達
と
乱
騰
の
晋
及
は
、
廣
大
な
る
幽
家
も
、
容
易
に
統
…
あ
る
蟻
壁
患
想
を
形
成
せ
し
め
る
に

棄
つ
た
。
邸
ち
箪
，
麟
内
交
響
機
關
の
完
備
、
特
に
愚
察
路
の
整
枝
は
黙
的
な
政
治
軍
事
丈
化
支
蹴
力
の
面
積
蟹
隈
激
と
な
り
、
新
聞
難
誌

映
黒
穂
の
普
及
は
國
民
芝
繋
に
瀕
す
る
浸
透
と
な
り
、
ラ
ジ
オ
の
も
つ
同
無
性
は
、
距
離
的
観
念
を
打
破
し
て
発
國
民
…
騨
観
を
養
域
す

る
こ
と
エ
な
っ
た
。
實
に
國
家
ゑ
闘
は
、
か
く
て
形
威
せ
ら
れ
た
野
獣
愚
想
の
具
羅
歯
根
抵
を
な
す
も
の
で
あ
る
、

　
イ
ギ
リ
ス
の
國
家
全
勝
が
世
界
地
闘
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
彼
等
難
民
の
隅
籔
に
封
ず
る
熊
限
の
償
頼
と
臨
負
心
と
が
あ
る
。
臼
本
も
辛

ひ
な
こ
と
に
は
園
家
憂
闘
を
獲
展
的
に
槻
察
す
る
時
に
、
こ
の
難
民
の
で
あ
る
こ
と
に
高
き
名
饗
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
ヴ
ェ

ル
サ
イ
ユ
に
於
て
分
劉
さ
れ
た
欧
洲
各
國
の
政
治
地
顔
は
、
ド
イ
ツ
の
地
政
囲
者
が
ゲ
ル
マ
ン
民
族
分
布
國
を
そ
の
上
に
璽
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
何
等
の
作
爲
も
な
く
地
政
學
的
意
義
を
獲
得
し
弛
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
前
矧
の
繰
界
大
職
前
後
の
地
國
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
阪
民
精
榊
を
作
興
し
た
．
、
タ
イ
國
で
は
隣
接
各
國
に
舗
譲
し
た
失
地
0
地
貸
を
製
作
し
て
．
各
小
藥
校
に
醗
晒
し
た
、

（　｛st．；　）



累
代
の
池
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幾
旧
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／

　
製
陶
を
か
＼
る
口
的
に
利
用
し
た
の
は
、
詞
じ
く
提
族
的
終
期
に
薩
面
し
た
南
朱
の
縛
代
で
あ
っ
て
、
し
か
も
こ
れ
等
の
地
理
が
睨
准

に
残
存
し
て
み
る
こ
と
は
興
味
が
深
く
、
從
っ
て
本
稿
に
於
て
男
主
と
し
て
こ
の
朱
代
の
発
國
地
盤
と
民
族
蓮
動
の
層
雲
に
就
て
蓮
べ
る

つ
も
の
で
あ
る
。

次
第
で
あ
る
が
、
適
次
、
こ
の
年
蕉
月
、
杭
州
に
遊
ん
だ
筆
者
は
、
そ
の
郊
外
の
古
刹
、
雲
林
寺
の
入
団
独
來
織
る
が
・

北
四
省
失
地
之
踊
鵠
の
大
地
繭
が
病
ぴ
ら
れ
て
る
る
の
を
見
た
蒔
に
、
來
る
べ
含
思
惑
が
豫
期
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

湘
｛
、

鍔

点漁

ﾄ
・
ら
れ
「
た
∴
叉
那
　
の
、
民
纏
膿
田
調
髪
は
途
に
民

　
十
六
年
（
昭
和
男
工
年
、
）
七
月
に
至
ム
リ
、
支
郷
，
｛
畢
描
蟹
と
い
ふ
藁
・
穴
な
拙
型
物
と
な
っ
て
現
れ
た

と
記
し
て
み
る
有
識
で
あ
る
。
こ
、
に
支
那
に
於
け
る
民
族
…
運
動
の
．
根
強
さ
を
猛
る
の
で
あ
っ
て
、
・
か
エ
る
…
滋
養
を
受
け
て
徐
ご
し
組

風
雲
静
自
色
、
遼
由
期
黒
鴨
何
在
？
・

富
民
雀｝三

？

長
擁

棄
、
．
吾
中
華
民
族
、

聯
一
旗
不
死
、
則
必
有
逡
披
河
慮
之

臼

（67）

し
て
地
闘
が
利
用
せ
ら
れ
た
．
、

　
幕
閣
二
十
二
年
潟
版
の
中
瀬
分
省
新
圓
に
は
、

が
ら
も
、
そ
の
序
文
に

　
　
　
　
　
　
　
　

東
北
四
省
を
薦
名
の
ま
・
で
入
れ
、
満
洲
建
國
後
の
帯
磁
線
路
な
ど
の
補
銀
を
試
み
な

支
那
で
は
民
國
十
六
年
、
麟
民
政
唐
、
塗
立
後
、
盛
ん
と
な
れ
る
民
族
主
義
は
下
帯
主
義
と
な
り
、
魯
及
せ
る
教
育
機
闘
を
遜
じ
て
緋
外

教
育
が
行
は
れ
、
こ
れ
に
支
那
発
掘
が
利
用
せ
ら
れ
江
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
一
般
出
版
物
と
し
て
は
、
駅
の
如
き
も
の
が
み
る
．
即
ち

民
麟
ナ
九
年
九
月
に
は
、
各
阪
准
藁
交
逓
侵
略
幽
が
製
作
さ
れ
、
浦
洲
事
墾
の
勃
麗
し
六
民
麟
　
…
十
年
の
十
二
月
に
は
早
く
も
絵
本
侵
略
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

我
東
北
地
話
が
蔵
版
さ
れ
、
こ
れ
に
瞬
い
て
、
中
富
封
星
形
勢
威
、
中
華
國
恥
地
下
簿
が
績
汝
出
版
さ
れ
、
民
族
蓮
動
の
呉
苦
輪
資
料
と



本

論

漢
代
以
後
、
北
方
民
族
の
侵
入
に
よ
っ
て
混
織
を
見
た
支
那
が
、
再
び
鷹
代
の
盛
時
を
迎
へ
て
漢
斑
族
の
中
興
が
行
は
れ
、
そ
の
斑
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

牽
七
年
、
こ
の
盛
況
を
其
難
的
に
闘
示
す
る
漢
民
族
の
盤
界
爾
が
製
作
さ
れ
頭
。
こ
れ
部
ち
質
耽
の
海
内
華
夷
翻
一
軸
（
贋
三
野
、
縦
三

丈
三
尺
）
で
あ
っ
て
、
華
夷
購
と
謝
し
て
み
る
麗
に
も
そ
の
糧
飯
岡
た
る
意
識
が
猛
て
み
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
こ
の
盛
者
よ
り
遙
か
に

そ
の
版
顯
を
縮
少
し
た
譜
代
に
於
て
は
、
支
那
杢
悶
の
製
作
は
主
と
し
て
、
こ
の
唐
代
の
杢
闘
の
複
刻
を
試
み
、
漢
民
族
の
盛
時
を
し
の

ぶ
よ
り
外
は
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
無
代
に
穿
て
も
、
そ
の
前
縫
代
に
支
那
塗
閣
を
製
作
す
る
酵
と
同
じ
く
地
方
翻
を
基
礎
と
し
て
製
作
が
行
は
れ
た
が
、
こ
れ
は
官
聴
秘

　
　
　
　
　
　
　
⑤

庫
奥
深
く
藏
さ
れ
て
、
こ
』
に
問
題
と
す
る
一
般
の
教
養
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、
二
代
の
地
離
が
複
刻
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
例
へ

ば
｛
木
炭
加
奄
藁
落
六
の
列
櫨
階
錦
論
ハ
十
五
に
あ
る
鰍
贈
責
購
櫨
…
に

　
所
撰
又
有
…
…
惣
上
華
夷
頗
一
倦

と
あ
り
、
鷺
懸
字
夷
岡
の
縮
少
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
、
又
現
在
、
繭
安
碑
林
に
阿
れ
る
属
跡
圃
、
華
夷
岡
の
如
く
、
要
貌
の
華
夷
闘
の

約
＋
分
の
…
に
紬
少
し
た
も
の
が
、
唐
の
難
都
長
安
に
漉
製
し
て
み
た
と
見
ら
れ
る
．
、

　
そ
れ
は
後
潟
の
如
く
鎭
江
府
墨
に
最
近
ま
で
珊
存
し
た
掲
跡
岡
の
銘
文
に
「
元
符
留
年
疋
優
勝
長
安
本
証
凱
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、

北
朱
の
元
符
年
闇
、
長
安
に
ぞ
る
唐
国
の
支
菰
野
磁
が
流
布
し
て
み
た
こ
と
セ
知
る
の
で
あ
る
。

張、

心
内の・

地
鑛
と

畿
族

’湿
樂
櫓
巴

篇
三
十
七
懇
第
一
號
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八
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親
寝
、
鱗
安
の
丈
禰
霞
部
の
穣
府
雛
境
内
北
端
に
あ
る
碑
林
ゆ
に
存
す
る
轟
跡
羅
、
華
夷
懸
は
、
か
・
る
北
朱
の
末
年
、
長
安
に
流
布

し
九
地
闘
を
石
灘
し
た
も
の
と
雌
4
3
へ
ら
れ
る
。
麟
ち
爾
灘
と
も
約
三
尺
蘭
方
の
悶
で
あ
っ
て
、
墨
跡
顧
に
は
方
格
が
あ
り
、
上
端
に

　
　
蘇
綴
齢
蜥
、

　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
藁
最
出
川
名
．

　
　
宵
今
州
謝
名
．

　
　
古
今
山
水
地
名

　
　
章
議
七
年
照
月
謝
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

と
あ
O
、
長
誠
以
南
を
続
騰
し
、
喪
安
を
京
兆
と
し
、
北
朱
切
凶
京
、
脚
ち
塁
条
開
封
）
、
西
京
（
洛
陽
）
、
翠
黛
韓
徳
）
、
韮
条
大
名
）

を
寵
し
て
居
り
、
、
宋
代
補
修
の
地
藺
に
依
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
．
そ
し
て
こ
の
偶
豊
麗
の
銘
丈
が
後
蓮
の
如
く
笹
蟹
の
全
期
翻
と
そ
の

文
字
の
醗
置
も
警
部
嗣
じ
で
あ
り
、
そ
の
大
さ
も
同
繊
で
あ
る
黙
よ
り
、
こ
の
爾
地
の
鴇
跡
疑
は
、
元
金
黒
年
（
癒
暦
＝
○
○
年
）
の
長

安
本
萬
跡
闘
に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
ご
と
は
聞
違
ひ
な
き
も
の
と
思
ふ
。

　
岡
じ
く
漁
礁
山
林
に
親
存
す
る
二
期
闘
は
、
方
格
な
く
、
從
っ
て
二
形
は
崩
れ
て
み
る
が
、
長
城
外
そ
の
他
、
西
方
で
は
葱
嶺
、
繭
…
方

で
は
印
慶
、
東
方
は
朝
鮮
に
及
び
、
四
周
に
各
夷
國
を
詮
明
し
て
、
華
夷
繭
た
る
の
實
を
制
し
て
み
る
。
こ
れ
等
の
三
盛
は
、
費
靴
邸
ち

鷹
代
の
地
理
的
知
識
を
示
し
た
も
の
で
、
た
ゾ
宋
代
交
渉
の
多
か
っ
た
契
丹
を
大
縫
取
と
説
し
て
み
る
虞
に
、
北
方
の
藏
資
料
に
依
っ
て

補
黒
が
行
は
れ
た
こ
と
を
推
察
せ
し
め
る
。
特
に
北
宋
時
代
、
北
方
民
族
の
侵
入
に
備
へ
て
、
湾
北
東
懲
路
に
配
麗
し
九
、
保
順
、
保
定
．

　
　
　
　
朱
靴
の
地
醐
と
騰
挨
遽
樂
欝
琶
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
箋
一
婁
巻
第
垂
．
穴
九

（ ew　〉



　
　
　
　
宋
代
の
雄
響
疑
凝
漣
勲
欝
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
憲
巷
筆
號
　
さ

震
僧
、
儒
安
、
安
曇
、
選
定
、
乾
寧
、
．
永
輝
、
願
安
等
の
各
軍
の
地
嶺
の
聖
戦
が
あ
り
、
洛
陽
は
溝
南
と
あ
る
が
、
あ
と
の
三
京
の
記
入

も
あ
り
、
か
蕊
る
黙
よ
り
も
、
本
義
の
厘
闘
が
偶
露
華
と
閥
じ
く
、
元
符
年
醐
、
．
長
安
に
瀧
有
し
て
み
た
地
動
に
依
れ
る
こ
と
を
推
察
せ

し
め
る
。

し
か
る
に
、
當
酵
四
川
に
於
て
出
版
せ
ら
れ
た
…
，
蕩
蕩
地
理
指
掌
闘
出
聡
が
あ
る
。
本
書
は
、
闘
＋
凶
の
麟
幡
よ
り
醗
り
、
舞
末
に

　
　
隅
瑚
絞
都
府
市
繭
命
蒙
即

の
文
字
が
あ
る
。
本
書
に
総
て
は
陳
振
孫
の
書
笹
野
顯
に
蜀
入
難
壁
安
が
元
符
年
寧
、
こ
の
書
を
朝
廷
に
上
ら
う
と
し
て
、
未
だ
及
ば
す

し
て
死
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
論
慨
し
て
み
る
。
本
書
中
獲
、
古
今
華
夷
麗
域
総
垂
垂
」
が
あ
り
、
星
羅
璽
氏
の
聖
餐
に
よ
る
と
、
酋
安
華
夷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

臨
と
響
く
同
じ
で
あ
る
と
記
し
て
み
る
．
、
從
っ
て
、
こ
の
悶
は
允
符
三
年
の
長
安
本
循
跡
闘
と
層
雲
か
の
闘
係
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
野
辺
に
あ
る
華
夷
麟
の
銘
文
は
…
般
に
あ
ま
り
紹
介
せ
ら
れ
て
み
な
い
の
で
、
そ
の
・
簸
嬰
部
分
を
判
讃
し
て
説
す
る
と
次
の
如
く
で
あ

る
。　

本
望
は
前
蓮
の
如
く
、
豊
艶
に
乱
漫
國
の
説
明
が
あ
り
．
右
下
端
に
、
本
麟
製
作
の
潤
的
を
示
し
た
左
の
如
乱
費
丈
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
　
（
荊
略
）
漢
之
盛
難
山
履
之
地
、
黒
鳥
浪
、
。
ー
ー
…
、
蔚
臼
蕎
、
北
鴫
門
、
醐
蒲
永
轟
、
東
齋
九
干
里
、
南
北
萬
三
干
黒
、
晋
承
認
…
關

　
・
之
後
、
冠
帯
獲
麟
、
議
秦
漢
故
地
、
階
之
世
東
南
瀦
海
、
蒲
概
旦
末
、
墨
黒
瓢
原
、
唐
初
分
爲
懸
道
、
及
乎
高
齢
、
拓
開
鎭
、
比
之

　
　
漢
代
、
爾
激
烈
岡
、
東
不
及
口
、
購
邊
之
、
藥
縢
之
地
響
受
節
制
、
宋
磁
爲
…
…
十
…
…
一
路
、
業
塗
方
蕃
夷
之
地
、
鷹
一
穂
公
國
所
、
載

　
　
蜀
藝
綴
絵
爾
、
今
取
其
著
聞
紫
載
之
、
叉
参
考
傳
記
、
以
叙
其
盛
嚢
本
末
、
　
　
　
　
飛
騨
海
熱
闘
、
背
漢
蘭
書
董
條
支
、
臨
菌

（70）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　、

C
、
而
還
、
無
記
止
於
大
秦
、
．
薦

　
　
事
於
串
鶴
、
今
略
灘
不
載
、
畢
懸

　
こ
蕊
で
先
づ
雪
意
す
べ
き
は
聡
㍗
夷
留

出
と
は
北
宋
滅
亡
後
、
金
が
そ
の
民
族

あ
っ
て
、
羅
罎
七
年
の
十
一
月
、
即
ち
華

　
　
　
　
　
⑤

と
離
し
て
み
る
。
邸
ち
か
・
る
際
に
、

掲
の
華
魂
隔
の
銘
文
ζ
明
か
な
如
く
、

閣
の
存
在
か
・
費
せ
す
、
濡
極
的
な
民
族

を
炎
親
し
て
る
な
い
こ
と
ば
、
金
の
支

　
齊
國
の
酵
、
肉
南
は
鶏
鳴
の
葉
身
地

等
か
蕊
る
齊
國
の
存
在
を
示
す
が
如
章

　
更
に
華
夷
岡
銘
丈
宋
の
…
、
岐
墨
上
石
」

す
べ
き
か
否
か
は
問
顯
で
あ
る
が
、
乱

騰
ひ
の
な
い
薩
で
あ
ら
う
。
即
ち
こ
の

が
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
、
乾
隆
年
間
の

　
　
　
　
崇
代
の
地
幽
と
斑
族
飛
動
（
櫓
縄

月
で
、
鶴
跡
騰
が
随
じ
く
緯
愚
七
年
臨
摺
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
軍

豫
を
皇
帝
と
し
て
黄
河
流
域
に
一
蒔
建
設
し
た
綾
瀬
網
齊
の
年
號
で

金
は
齊
麟
を
蕨
止
し
．
下
金
の
量
地
と
し
、
「
、
劉
豫
の
弊
敷
を
除
去
す
」

閣
に
鞭
て
、
．
漢
斑
族
の
盛
況
を
示
す
飯
代
の
地
闘
が
複
刻
さ
れ
、
前

説
域
を
邉
篤
し
、
時
代
は
そ
の
糊
方
は
蕃
夷
黒
地
と
帯
し
、
何
等
金

か
し
後
越
の
南
宋
蘇
州
の
地
理
瞳
の
銘
丈
の
如
章
積
極
的
民
族
意
識

距
む
を
得
な
い
縫
で
あ
ら
う
。

、
宋
の
來
京
脚
ち
開
封
を
沖
京
と
命
名
し
て
ゐ
う
が
、
本
闘
に
は
何

在
は
勿
論
示
」
し
て
み
な
い
。

歎
ふ
館
く
…
、
由
羅
校
申
、
素
馨
コ
調
歯
式
、
刻
石
以
示
諸
生
耳
」
と
解

民
族
の
盛
況
を
闘
乏
し
て
、
銀
生
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
聞

唐
の
時
代
の
國
子
監
の
あ
っ
触
磁
で
あ
っ
て
、
宋
代
に
は
京
兆
府
墨

の
闘
は
顧
安
府
藥
に
在
り
と
織
し
、
腿
代
羅
狡
の
あ
っ
た
慮
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
纂
二
十
悲
巻
　
第
　
號
　
　
　
七
一

覇年ち・カ1｝，．　　　　　。、秦
駈覇贋、あ補東配的帯金菱媛蟹磐箆
　中安と語旗挙圏反代に陶失認年三

　にの隠i繋れをるしに建一降が’北　も位に編す：菓齊てよ設臆し章妓有　’置當の’：京騒みるさ耀た認墨固
　轟．謡辮髪阜繹雛羅、耀
　　　　　　N 比

三
編
晶
嶽
、

榊
ド
葺

　
　
齢
ノ
㌦
．
マ

東
北
三
流
螺
灘
、
不
知
其
北
、
以
其
不
逓
名
買
，
而
無

（71）



　
　
　
　
罪
代
の
地
簸
と
疑
挨
羅
勤
（
素
謡
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
セ
巻
　
第
一
號
　
　
　
七
二

て
、
こ
の
齊
の
時
も
墨
校
で
φ
つ
た
で
あ
ら
う
と
恩
は
れ
る
。

　
從
っ
て
か
・
る
知
識
階
級
の
集
合
す
る
羅
狡
に
、
漢
学
族
の
繊
黙
認
を
石
刻
粥
示
せ
る
こ
と
は
、
彼
等
知
識
入
の
聞
に
金
に
封
ず
る
溝

極
的
な
反
抗
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
金
に
よ
っ
て
建
漏
し
た
齊
の
内
部
に
、
漢
民
族
と
し
て
の
民
族
意
識
が
容
易
に
衰
へ
な
か

っ
た
有
様
が
観
取
さ
れ
、
金
穴
に
は
警
繋
帝
劉
豫
の
弊
政
に
よ
っ
て
こ
の
國
を
威
止
し
た
如
く
記
し
て
み
る
が
、
そ
の
費
歌
は
か
・
る
民

族
的
反
抗
が
一
つ
の
原
園
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
さ
て
そ
の
後
数
年
に
し
て
、
南
宋
の
紹
鼻
潰
瀧
年
（
二
四
ご
年
）
、
江
南
鎭
単
二
墨
に
こ
の
掲
門
下
が
建
設
さ
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
江
蘇
金
石
志
稿
、
金
石
ナ
…
に
よ
れ
ば
縦
横
三
尺
閃
方
の
大
さ
で
、
そ
の
銘
丈
に
は

　
　
蘇
艦
筋
蜥

　
　
轟
貢
出
川
名

　
　
古
今
州
灘
名

　
　
古
今
山
水
地
名

　
　
元
符
三
年
正
月

　
　
依
長
安
本
刊

　
　
紹
興
＋
二
年
＋
～
月
＋
五
日
左
越
功
郎

　
　
充
鎭
江
府
羅
教
授
倫
篤
當
瓢
校
立
石

（70．　）



盗
陽
の

雛
し
て

る
も
の

X
辮
懸
）

　　は　 とれ陸たと　　去西闘擾と　こ’以推’縣があ　明つ蜜に安あ　鍵お些磨響粂馨管象紡叢叢低⑥・

勉に筑鎭い跡慰事は遊’ら’出た銘静黙族江で隔府實｛釜’羅れ著るこ丈

　　　　　　N
はう弩石
聡へ謝
にね偶蘇ば跡
烈理顯
三選が允一す宋
躍る代の・こ漢
蒐・と民
廟は族
養饗憲

数
・
跡
’
）
内
に
存
す
る
地
理
購
で
あ

第
ニ
ナ
七
闘
魚
　
嬢
　
鵜
　
　
　
七
蹴

r
g
＞

讐
茄凸

は

去

入
の
集
撫
す
る
學
校
に
建
山
さ
れ
た
こ
と

び
そ
の
大
さ
は
全
く
麟
安
蒼
林
の
義
存
謁
跡
騒
と
同
じ
で
、
こ
の
原
本
が
元
符
三
年
（
一
一
〇
〇
年
）
に

砂
で
あ
る
。
即
略
論
安
及
び
鎭
鉱
の
府
墨
に
あ
る
掲
跡
趨
は
璽
画
業
に
、
元
符
三
年
の
長
安
刊
本
掲
跡

實
で
あ
る
。
宣
統
年
闇
の
江
蘇
金
石
憲
稿
に
は
、
こ
の
編
跡
漁
獲
鎭
江
府
墨
に
存
し
、
「
立
石
於
講
堂
之

八
月
、
瀧
鐡
上
海
事
務
所
の
欝
欝
拳
三
管
の
精
査
に
よ
る
と
、
現
在
何
も
な
く
、
た
望
壁
に
碑
“
4
2
扱
き

鎭
江
城
内
に
も
そ
の
拓
本
を
見
る
こ
と
が
海
來
な
か
っ
た
の
で
あ
る
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

鋪
し
た
慶
輿
岡
所
載
の
元
の
朱
思
本
の
慮
叙
に
よ
る
と

安
陸
石
刻
属
跡
隔
…

に
石
越
掲
跡
岡
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
の
こ
の
方
醐
の
地
方
志
、
金
石
志
類
を
調
べ

る
こ
と
が
出
來
な
か
っ
た
。
こ
の
瀧
陽
は
今
の
河
北
省
の
磁
縣
（
宋
代
の
磁
彊
）
で
、
安
陸
は
湖
北
省
安

、
前
蓮
の
諸
例
か
ら
考
へ
る
と
恐
ら
く
當
鍋
墨
校
の
あ
っ
た
丈
廟
に
設
立
さ
れ
て
る
九
も
の
と
考
へ
ら

こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
宋
代
の
建
設
に
な
る
も
の
で
、
元
符
三
年
長
安
本
鴨
跡
岡
を
刻
し
た
も
の
で
あ
る

（　7e）　）



　
　
　
　
宋
代
の
地
繭
と
掘
旋
蓬
動
ハ
櫓
繊
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繁
二
幸
魔
謹
”
第
～
號
　
　
　
激
闘

る
昭
和
十
終
年
鷲
月
蕊
十
捕
、
こ
れ
を
灘
ね
て
、
そ
の
異
歌
な
き
を
認
め
、
文
化
資
料
の
保
存
の
発
憂
な
る
を
児
て
嬉
び
に
耐
へ
な
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
⑨
　
　
　
　
．

た
Q
　
辱
｝
の
懲
罰
鰯
囲
に
覗
就
て
は
既
に
鮮
細
剃
砿
耕
究
一
か
行
　
ば
れ
旧
し
η
の
る
．
ガ
、
　
…
轍
解
り
隙
）
れ
を
説
照
日
す
噂
⇔
L
臨
」
　
繰
約
｛
ハ
矯
八
　
寸
、
　
…
横
…
諜
購
八
五
寸
の
▽
ス

レ
ー
ト
質
の
石
碑
で
あ
っ
て
大
域
殿
前
門
の
壁
に
は
め
込
ん
で
あ
る
。
上
部
黒
勢
の
コ
は
支
那
爆
殺
で
下
部
黒
分
の
｝
は
銘
丈
で
あ
る
。

そ
移
に
よ
る
と

　
　
齎
鑓
麟
、
鹸
山
黄
雲
爲
二
瀬
颯
善
、
圃
漸
遊
也
、
乾
飯
蕉
得
根
本
於
蜀
圃
、
泉
齋
溜
編
纂
刻
、
以
永
其
薄
、
淳
繍
丁
来
仲
冬
、
東
嘉

　
　
王
勲
叢
書
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

と
あ
り
、
爾
宋
理
宗
の
淳
繍
七
年
、
溜
江
東
蕪
の
入
王
乱
坐
が
石
刻
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
原
本
は
王
氏
が
四
眉
に
て
手
に
入
れ
た

蕾
丁
法
典
畔
ち
習
ハ
灘
獣
が
瀞
搬
黒
黒
端
々
問
た
み
睡
一
、
　
睡
り
の
磁
驚
常
光
庸
ぶ
に
憲
－
つ
た
八
尋
　
の
中
・
の
四
㎜
ツ
じ
あ
つ
み
漏
の
で
あ
る
○
　
心
甚
瀧
年
間
の
江
蘇
《
轟
石
士
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噺

稿
に
は
、
天
丈
、
地
軸
、
帯
王
紹
蓬
の
三
麟
を
蘇
州
府
學
に
存
し
、
俗
に
天
地
入
三
随
と
稽
す
る
と
云
ふ
。
從
っ
て
そ
の
當
時
よ
り
一
圓

を
失
っ
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
珊
在
は
帝
滋
紹
蓬
園
を
失
ひ
、
天
文
、
地
理
の
二
麟
を
存
す
る
に
愚
ぎ
な
い
。
’

　
宋
輿
懇
ヨ
欝
九
十
三
の
凋
傳
第
一
百
五
十
二
の
責
裳
傳
に
よ
る
と
、
黄
裳
は
光
宗
に
春
秋
を
進
講
し
て
黒
く

　
今
、
天
下
の
境
土
を
鰍
宗
の
時
に
比
す
れ
ば
、
十
分
の
臨
江
も
及
ば
す

と
大
い
に
激
鋤
す
る
と
こ
ろ
あ
り
、
勉
羅
努
力
を
糊
め
た
の
で
、

　
王
慧
、
黙
々
墨
に
尚
ふ
。
是
に
穿
て
八
議
を
作
・
り
、
四
っ
て
隙
上
す
。
円
く
大
権
簸
、
三
才
本
性
翻
、
皇
帯
罹
伯
錐
繕
閣
、
九
流
弓
術

　
闘
、
天
交
瀬
、
地
理
爾
、
帝
灘
紹
運
闘
、
各
そ
の
穴
皆
を
蓮
ぶ
。

と
あ
り
、
こ
の
地
理
闘
が
蘇
州
漸
騰
に
あ
る
墜
理
闘
で
あ
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
こ
の
墜
理
闇
の
下
賜
の
銘
丈
は
黄
裳
の
作
と
考
へ
ら
れ

（7の



る
も
の
で
あ
っ
て
、
騰
在
そ
の
文
は
十
分
輔
讃
す
る
こ
と
は
際
酷
な
い
が
、
江
蘇
余
興
窓
稿
所
感
の
文
を
以
っ
て
補
足
し
、
要
黙
を
詑
す

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

る
乞
訳
の
蘭
く
で
あ
る
。

　
地
目
畷
（
串
略
〉
南
北
形
勢
、
入
を
し
て
之
を
闘
せ
し
む
れ
ば
、
以
っ
て
感
ず
べ
く
、
以
っ
て
激
る
べ
し
．
、
然
れ
ど
も
亦
、
以
っ
て
作
興

㌦
す
耀
き
也
（
ハ
中
略
）
今
關
よ
り
以
東
、
溝
電
離
、
紬
亘
萬
錐
、
黒
く
賊
縄
と
な
る
、
羅
宗
の
開
創
の
勢
を
邉
思
す
れ
ば
、
流
涕
太
息
せ
ざ

　
る
可
け
ん
哉
、
此
を
以
っ
て
憤
る
可
き
也
。
翻
り
と
難
、
天
地
の
数
と
し
て
離
れ
ば
必
ず
合
ひ
、
舎
へ
ば
必
ず
離
る
。
　
一
定
不
易
の
理

　
あ
る
に
露
す
、
鷺
徳
如
何
の
み
ハ
下
略
）

　
こ
れ
等
の
丈
を
譲
め
ば
、
こ
の
地
業
を
奉
っ
た
黄
裳
の
意
尚
が
明
か
と
な
り
．
全
く
墜
底
光
宗
の
償
趨
を
促
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、

そ
の
欝
粛
折
句
の
串
に
観
取
す
る
こ
と
が
出
田
る
。
か
エ
る
由
緒
あ
る
墨
差
を
語
尾
の
府
墨
に
石
刻
建
立
し
、
學
生
に
示
し
た
こ
と
は
、

こ
の
総
勢
墓
致
遠
が
如
何
な
る
人
物
か
明
か
で
な
い
が
（
恐
ら
く
府
墨
教
綬
で
あ
ら
う
）
、
精
榊
作
興
の
矯
的
叢
っ
て
行
っ
た
こ
と
は

明
か
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
闘
が
、
金
の
北
支
那
領
有
の
事
賢
を
認
め
て
み
な
い
こ
と
は
、
よ
く
こ
の
繊
の
意
配
し
て
み
る
と
こ
ろ
を
示

し
て
み
る
。

　
か
く
、
北
宋
末
期
よ
り
南
勢
の
時
代
に
か
け
て
、
中
原
以
南
の
各
地
の
畢
校
に
、
漠
民
族
盛
隠
の
蟹
域
を
示
す
地
畷
を
噺
刻
し
て
畢
生

等
に
示
し
た
こ
と
は
、
か
誠
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
情
勢
が
知
識
階
級
聞
に
　
般
化
し
た
こ
と
を
物
語
り
．
又
こ
れ
等
の
刺
戦
に
よ
っ
て
、

離
生
の
民
族
蓮
動
が
活
渡
と
な
っ
た
で
あ
ら
う
こ
と
を
撫
診
せ
し
め
る
。

　
こ
れ
等
墨
生
の
民
旋
蓮
動
は
結
講
、
時
の
政
府
の
外
交
政
策
の
攻
繋
と
な
り
、
政
府
當
筒
奢
の
揮
劾
、
上
疏
と
な
っ
て
現
れ
た
の
で
あ

　
　
　
　
喰
代
の
畿
繍
と
疑
族
漣
勤
（
叢
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笹
芋
灘
欝
第
…
號
　
　
七
瓢

tt i7の



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

　
　
　
　
朱
茄
ハ
の
織
㎜
麟
と
韓
族
瀧
蜘
鋼
（
櫓
購
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
猟
　
一
十
七
巷
　
　
轄
型
一
號
　
　
　
　
　
セ
山
ハ
、

る
が
、
そ
の
三
略
は
北
宋
末
期
、
最
も
著
し
じ
活
躍
を
示
し
た
藤
江
の
入
、
太
藥
生
悟
東
（
朱
鷺
、
鱗
茎
傳
）
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
二
朱
の

高
騰
の
薬
代
に
入
っ
て
、
鳶
職
論
考
燈
飛
の
淡
落
（
紹
興
＋
…
年
）
に
よ
り
、
姿
無
派
の
秦
櫓
が
勝
ち
を
占
め
、
そ
の
外
柔
内
剛
政
策
に
よ

っ
て
熊
内
の
積
極
派
は
揮
塵
さ
れ
て
終
っ
た
。
し
か
し
…
方
に
於
て
は
紹
春
樹
蕊
年
に
孫
飛
の
奮
宅
に
太
學
を
建
て
る
（
績
資
治
通
鑑
巷

第
｝
百
…
…
十
六
）
が
如
尊
ψ
學
生
懐
柔
敷
策
を
採
っ
て
み
た
の
で
あ
る
。
託
っ
て
か
、
る
敷
策
か
ら
考
へ
る
と
、
紹
興
十
二
年
に
鎭
寛
府
墨

の
裂
授
が
褐
跡
爾
石
碑
を
建
設
す
る
こ
と
が
出
盛
た
の
も
何
等
怪
し
む
に
足
ら
な
い
。

　
そ
の
後
、
前
蓮
の
黄
裳
等
の
積
極
教
育
を
受
け
た
光
宗
の
時
代
に
は
、
却
っ
て
こ
の
非
常
酔
意
識
が
極
端
に
走
り
、
上
下
、
論
を
闘
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

こ
と
に
熟
中
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。
明
末
溝
初
の
験
者
爺
船
由
は
そ
の
光
宗
論
に
於
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎎

　
當
蒋
、
境
を
幽
す
る
敵
な
く
、
帝
位
を
窺
ふ
の
毒
虫
な
く
、
鎮
”
奪
を
企
つ
る
大
臣
な
く
、
兵
を
弄
す
る
草
葬
の
士
も
な
く
、
朝
野
静
正

　
に
し
て
無
事
に
安
ん
じ
た
る
時
な
り
。
然
る
に
溜
正
は
故
な
く
し
て
狼
狽
し
、
大
魚
た
る
の
職
を
措
き
て
、
其
の
嚢
を
百
僚
に
分
ち
、

　
新
進
喜
雨
の
士
を
招
引
し
．
下
は
大
學
高
談
の
子
に
及
べ
り
。
　
一
鴫
焼
和
、
天
を
陣
び
、
地
に
瞬
び
、
以
て
轡
主
富
浜
と
欝
論
を
交
へ
、

　
勝
た
ざ
れ
ば
侮
網
率
ひ
て
忽
皇
と
し
て
奔
り
去
り
ぬ
。

と
遽
べ
て
る
る
が
、
そ
の
論
の
常
否
は
別
と
し
て
、
黄
裳
の
地
斑
繭
逡
呈
が
、
か
・
る
蒔
代
に
行
は
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
二
丈
の
激
越
で

あ
っ
た
理
由
を
よ
く
論
明
し
て
み
る
、

　
し
か
し
、
こ
の
學
生
蓬
動
の
最
も
極
端
に
達
し
た
の
は
、
理
宗
の
景
定
、
涼
黒
漆
聞
で
あ
っ
て
、
こ
の
淳
滋
七
年
、
蘇
州
の
府
墨
に
、

費
裳
の
地
理
嗣
が
石
刻
建
設
さ
れ
た
こ
と
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
濃
墨
生
の
瀧
動
が
如
何
に
雛
力
が
あ
っ
た
が
は
、
嗣

（　”i6）
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の
頃
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一
闘
轄

A
實
號
華
夷
醐

B
樂
黄
闘
華
夷
附

℃
税
総
蹴
辮

D
長
安
本
院
跡
附

　
ノ　

α
黄
裳
地
理
隅

宋
代
の
石
刻
支
郷
全
粥

∬
西
安
鶴
跡
附

　
α
．
戴
安
吻
攣
夷
瞬

　
　
　
　
宋
代
の
亀
隅

第
二
、
＋
七

第
ツ
難

』
し
ヒ

騨
　
騨

斜地毎
繕
　百方ナ

シ醗折

泉　以
兆兆
府府
學學
層畳
飛安
夷擁
麟跡
依に
る依ぎヘ　　

マナ

ワ　〈♪
ロ　　　ピへ

㌦ノ　 ウ

　、ごノ

る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

叢
濃
以
叫
寸

篇
尺
　
折
成
瓦
窯

　
？
）尺尺’

方
格
ナ
ジ

　
　
ハ
？
）

蝕
方
折

脚
欝
雛

鵬
寸
方
絡
ナ
シ

　
？
）
　
　
　
ハ
？
）

疑
耽
の
蕪
夷
、
騰
を
縮
少
し
、
太
宗
の
頃
ま
で
の
牝
栄
の
地
名
な
修

粧
櫓
補
し
た
る
も
の
な
ら
ん
。

貿
耽
の
華
夷
畷
を
十
分
の
一
に
繍
少
し
、
契
舟
闘
を
滲
考
に
し
、
元

符
年
闇
裏
で
の
北
朱
の
亀
痛
を
絡
班
欝
辮
し
た
る
亀
の
な
ら
ん
。

北
宋
の
圏
窟
の
地
名
の
補
修
あ
り
。
こ
れ
又
、
穂
安
羅
の
署
作
に

な
る
も
の
な
ら
ん
。

雛
氏
華
露
繍
闘
の
碗
灘
に
て
撫
版
さ
れ
た
亀
の
及
び
畏
安
本
禺
跡
闇

を
基
礎
と
し
、
契
丹
醐
蝋
慧
資
料
と
し
、
蔀
分
的
に
は
叢
簿
代

の
地
・
名
を
補
礁
睡
せ
彗
Q

論

禦
の
癸
爾
難
識
藤
織
に
、
…
孟
黒
墨
の
横
．
崇
定
淳
繍
の
際
に
盛
ま
る
」
と
そ
の
横
暴
の
有
様
を
蓮
べ
て
る
る
が
、
當
購
の
太
墨
諸
生
に
よ
る

共
盤
上
疏
の
署
し
い
例
と
し
て
は
、
藥
之
潤
を
指
導
者
と
す
る
百
七
十
三
入
の
羅
生
に
よ
る
宰
報
愛
嵩
之
に
封
ず
る
抗
争
、
黄
憬
伯
を
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎡

導
藩
と
す
る
蕎
幽
十
四
人
の
學
生
に
よ
る
上
疏
等
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
・
る
墨
生
の
亜
族
蓬
動
を
基
礎
と
し
て
始
め
て
、
南
宋
の
各

地
に
支
那
金
閣
の
地
擁
が
石
刻
建
設
さ
れ
た
事
賢
の
二
相
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（77）



一
一
D
一

　
こ
れ
等
の
石
刻
支
那
発

代
の
地
岡
癒
基
礎
と
し
．

　
こ
の
…
ろ
の
煙
毒
を
結

　
國
家
発
圓
の
如
き
闘
家

学
來
か
』
る
支
郷
発
繍
を

A

　．976＋墜偶編轟朱辛

！
D

卿D
闘
は
皆

當
蒔
女
君
族

び
つ
け
る
論

の
概
略
を
示

　
D

i
D

、
　
レ
し

　
珂

聡
刻
掲
示
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

朱
滅
亡
後
、
各
地
の
墨
校
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
博
そ
の
園
は
皆
、
漢
民
鍬
魅
ω
・
盛
時
な
る
唐

に
よ
る
北
支
郵
領
有
の
珊
實
の
事
態
を
認
め
て
み
な
い
。

舅
ま
、

女
翼
族
に
秘
す
る
漢
民
族
の
民
族
蓮
動
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
地
岡
は
高
等
政
治
政
策
、
又
は
國
民
の
一
般
的
教
養
上
よ
り
外
は
意
昧
の
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、

る
が
如
含
は
、
中
華
を
以
っ
て
誇
る
漢
民
族
に
と
っ
て
は
、
そ
の
必
饗
も
な
く
．
從
っ
て
か
誌
る

と・…酬齢糊置響
　　の噂紹」；・織膿

　
　
　
町
代
の
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ノ

ぴ
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挙
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鰹
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驚
致
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、
噸
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地
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を
鰍

卜
し
て
、
次
の
如
き
系
統
閾
を
作
製
し
た
。

癬
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例
を
見
る
こ
と
は
出
來
な
か
っ
た
。

　
し
か
る
に
女
難
族
の
南
平
に
よ
っ
て
漢
蝿
族
の
誇
り
は
傷
け
ら
れ
、
斑
族
の
危
巌
に
薩
慰
す
る
や
、
今
迄
民
族
意
識
な
ど
忘
れ
て
み
た

が
如
き
漢
民
族
も
、
頼
ひ
封
黙
す
る
畏
族
の
存
在
と
歎
ふ
黎
費
を
確
認
し
．
愈
蓮
に
黒
影
の
民
族
的
幽
紺
を
想
定
に
す
る
必
要
に
せ
ま
ら

れ
る
に
蓋
つ
た
。
か
く
て
敷
時
の
知
識
階
級
の
聞
に
薫
習
に
篤
族
意
識
が
蝿
揚
せ
ら
れ
、
こ
れ
を
強
牝
す
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
選
ば
れ

た
も
の
が
、
漢
民
族
闘
有
の
生
活
醐
を
示
す
地
霧
を
、
各
地
の
登
校
に
石
刻
建
設
し
、
墨
生
に
編
ボ
黙
認
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
．
．
も
し
當

時
、
印
刷
技
徳
が
選
著
し
て
み
た
な
ら
ば
、
調
馬
地
繭
を
…
般
に
流
撫
す
る
と
云
ふ
方
法
を
探
っ
た
で
あ
ら
・
λ
か
、
乗
だ
技
術
の
未
饗
達

の
當
時
と
し
て
は
、
前
廊
の
如
く
、
知
識
人
の
集
膏
す
る
慧
智
に
石
刻
鶴
示
す
る
こ
と
が
、
最
も
容
易
な
磨
疑
…
薄
方
法
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も

最
初
の
問
は
乖
“
支
那
発
騒
を
掲
げ
、
醸
安
華
夷
瀬
の
如
く
歴
代
の
藤
域
を
論
明
す
る
と
歎
・
一
緒
慶
に
繋
ぎ
な
か
つ
九
が
、
南
宋
も
末
期

に
近
づ
く
に
從
っ
て
、
そ
の
民
族
驚
動
も
激
烈
を
極
め
、
途
ひ
に
石
刻
地
闘
に
も
、
蘇
州
端
理
闘
の
如
く
、
激
越
な
論
明
を
必
要
と
す
る

幡
勢
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
か
・
る
猛
烈
な
民
族
蓬
動
あ
O
し
に
も
掬
ら
す
、
外
は
雛
に
絹
ひ
揺
す
る
女
亭
族
と
の
闘
璽
に
．
内
は
そ
の
政
駿
論
議
に
時
を
す
ご
し

て
み
る
問
に
、
薪
興
の
外
罰
勢
力
、
蒙
憐
族
の
侵
入
に
よ
っ
て
ゑ
く
爾
砦
は
そ
の
生
活
繍
を
失
ふ
に
薫
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
し
で
考
へ
ら
れ
る
こ
と
は
、
蒋
政
樺
…
陣
立
以
｛
米
の
雲
列
…
な
民
族
熱
演
で
あ
る
が
「
、
こ
れ
は
由
隅
朱
の
蝋
翔
A
鐵
と
闇
一
じ
く
、
阿
片
燃
議
事
以
來

の
熱
型
勢
力
の
鷹
邉
に
よ
っ
て
、
久
し
く
そ
の
中
華
を
誇
っ
て
み
た
漢
民
族
が
、
封
等
の
他
民
族
の
存
在
に
髭
醒
し
、
特
に
巻
軸
の
世
界

大
筆
串
の
民
挨
繋
本
の
活
動
以
來
、
釜
汝
等
族
醐
結
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
當
然
民
族
響
動
は
、
緋
外
政
策
に
集
申
せ
ら
れ
．

　
　
　
　
栄
代
の
地
騰
と
疑
震
瀧
動
（
総
鎖
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
＋
七
巷
　
錦
一
號
　
　
　
七
九

（79）



　
　
　
r
朱
．
代
の
勉
…
麟
と
韓
族
躍
動
（
嬢
類
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
第
二
十
七
巷
・
第
一
號
　
　
　
八
○

途
に
、
根
ひ
隣
接
す
る
欝
支
の
闘
嬢
と
な
っ
て
終
っ
た
。
帥
ち
か
・
る
東
亜
共
榮
欄
内
の
闘
欝
の
蘭
に
、
金
、
南
緯
に
墾
す
る
蒙
畜
族
の

侵
ん
の
如
き
事
件
が
嚢
生
し
な
い
と
誰
れ
が
保
讃
出
來
よ
う
か
？

　
從
っ
て
今
後
の
甕
族
激
動
の
指
導
羅
針
は
、
東
距
共
榮
騰
馬
の
各
姻
族
を
し
て
、
こ
の
大
東
亜
共
働
醐
を
各
民
族
共
棲
の
大
生
活
醐
た

る
の
慮
麗
を
持
た
し
め
、
彼
等
諸
畏
族
を
合
…
し
て
、
一
つ
の
東
瓶
民
族
た
る
の
膚
魔
に
ま
で
達
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を

可
能
な
ら
し
め
る
た
め
に
は
、
交
通
網
の
整
備
、
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
の
確
立
等
の
物
的
懸
礎
と
、
欝
語
（
ラ
ヂ
オ
、
薪
闘
、
急
焼
）
、
宗
教
等

に
よ
る
一
騰
観
の
確
立
と
云
ふ
丈
化
的
裏
づ
け
が
必
要
で
あ
る
。

從
っ
て
、
も
し
今
頃
、
東
薫
麟
内
の
各
民
族
各
霞
が
鋏
潔
民
族
主
義
に
從
っ
て
、
隣
接
斑
族
を
排
斥
す
る
が
如
き
行
動
を
綾
け
て
る
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
宛
も
、
幕
来
時
代
に
常
っ
て
術
、
封
建
主
義
を
闇
饗
し
て
み
る
が
如
き
も
の
で
、
．
そ
の
盤
景
は
期
し
て
待
つ
べ
き
も

の
が
あ
る
。

　
明
治
維
薮
は
吾
々
に
偉
大
な
敏
訓
を
與
へ
る
。
脚
ち
幕
末
の
臼
本
の
民
族
逮
動
は
、
各
封
建
領
民
の
意
識
ゆ
4
2
撲
夷
思
想
に
よ
っ
て
、
　
一

つ
の
日
本
民
族
た
る
の
輿
望
に
ま
で
到
達
せ
し
め
た
。
而
も
、
騰
本
民
族
が
明
治
維
新
に
よ
っ
て
一
つ
の
團
結
を
発
熱
す
る
や
、
開
園
し

て
臼
本
の
近
代
的
繁
榮
の
基
を
築
い
た
。
從
っ
て
東
亜
共
榮
繍
内
の
諸
毘
綻
は
先
づ
團
結
し
て
、
そ
の
外
部
の
諸
勢
力
を
排
除
す
る
方
法

惣
と
り
、
次
に
は
世
界
各
ブ
雛
ツ
ク
に
開
放
し
て
、
そ
の
要
説
を
計
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
故
に
こ
れ
に
劉
熱
す
る
地
理
學
繭
方
法
の
一
つ
は
、
こ
の
東
亜
共
榮
翻
の
域
立
を
不
霞
然
ζ
盗
め
る
外
部
勢
力
の
存
寝
を
闘
示
説
明

し
、
そ
の
内
部
各
民
族
を
し
て
、
一
つ
の
東
距
民
族
た
る
の
麟
畳
に
ま
で
昂
揚
す
る
こ
と
で
あ
ら
う
。
（
激
論
＋
六
年
認
証
＋
欝
記
）

（　，go　）



誰
①②③④＠＠⑦

錐
誌
「
掲
貢
」
に
掲
載
さ
れ
た
由
聡
初
の
中
山
臨
恥
闘
の
麓
山
に
間
く
、
「
本
籍
、
於
中
蘭
語
闘
上
、
総
斎
種
顔
色
、
装
明
魯
園
優
砧
之
迩
、
並
附
國
恥

｝
鰭
表
、
凡
學
絞
公
署
欝
縁
像
鍵
、
均
賞
懸
之
黛
壁
、
以
作
座
右
銘
槻
」

蕎
唐
欝
巻
資
欝
十
八
、
列
簿
第
八
十
八
、
賛
耽
傳

小
川
博
士
、
支
那
歴
史
地
理
研
究

王
海
、
巻
＋
陽
、

淳
化
瞬
年
、
認
織
工
集
賭
州
闘
、
彬
絹
噌
葺
匹
、
含
四
顧
之
、
爲
天
下
闘
、
藏
於
秘
閣
、

掲
貢
雫
月
刊
、
第
五
巷
、
第
三
照
合
期

賀
愚
鍵
、
漢
以
後
ゆ
國
人
封
於
世
界
地
理
知
識
之
演
…
選

金
史
巻
七
十
七
、
列
傳
第
十
五
　
劉
豫
億
「

湖
北
金
石
志
、
金
石
十
一
に
湖
北
省
門
翼
國
の
州
藁
・
に
あ
る
魯
囲
［
醐
［
の
銘
…
丈
を
載
せ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
η

：
：
．
．
敢
請
於
郡
、
模
刻
、
羅
大
戒
殿
之
東
灘
、
庶
使
朝
夕
於
斯
者
、
得
以
考
禦
賢
之
軌
覇
、
…
…
此
闘
亦
不
爲
無
補
、
　
い
曜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

紹
興
畢
戌
閥
捲
十
誠
臼
左
麹
功
郎
充
興
瞬
軍
軍
畢
敏
授
愈
鐙
謹
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
応

と
あ
り
、
漢
民
族
の
禦
地
魯
賊
の
闘
を
學
絞
申
の
大
成
殿
に
石
刻
鶴
示
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
又
一
つ
の
曲
輪
感
動
の
現
れ
と
見
ら
加
な
い
こ
と
は
な

い
。
績
照
ハ
甲
・
成
は
二
十
購
年
で
あ
っ
て
、
鎭
江
禺
跡
一
隅
よ
り
十
二
紐
－
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
心
墨
滋
荻
挿
冗
照
鐙
と
府
墨
教
授
ム
騰
院
と
何
筆
か
の
醜
係
が

訪
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
？

乗
沼
本
は
鐡
馨
鋼
欄
楼
藏
書
鐵
巷
「
一
十
二
に
よ
る
と
江
西
の
臨
川
の
人
で
、
附
近
の
古
く
よ
り
知
ち
れ
た
道
教
の
望
地
龍
虎
山
、
上
清
槻
に
於
て
張

仁
靖
灘
南
に
教
を
受
け
、
風
水
に
試
味
を
持
ち
、
天
下
を
潤
糾
し
、
延
鮪
七
年
、
長
廣
七
尺
の
地
闘
を
黎
詳
し
、
龍
虎
山
上
清
祥
の
三
華
院
に
贋
刻

し
た
と
歎
ふ
G
羅
洪
先
廣
輿
闘
の
未
愚
本
肉
叙
に
よ
る
と

　
予
幼
讃
欝
…
及
槻
司
馬
氏
瑚
遊
火
下
、
慨
然
慕
焉

と
あ
夢
、
池
激
と
の
騰
係
醸
鰐
等
記
さ
ず
、

宋
代
の
謙
辞
と
蝿
族
巡
勲
檜
購
）

第
二
十
七
巻
　
藥
　
號

八
一



③⑨

宋
代
の
地
軸
と
襲
族
藻
鋤
ハ
檜
醗
）

第
二
十
七
巻
　
策
一
號

八
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
む
　
ひ
　
ゆ
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
ゆ
　
む
　
む
　
ゆ
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
∴
勢
敵
蓬
・
：
毎
囎
以
、
質
諸
薄
府
…

　
騒
韓
魏
鞍
魯
之
郊
、
麟
棘
燕
趨
、
爾
京
灘
三
豊
鷲
、
蘇
是
奉
天
子
史
命
、
講
崇
高
、
南
歪
於
飼
禎
、

と
公
式
の
愈
墜
け
、
政
膨
槻
薩
と
蓬
絡
し
て
地
走
豊
作
せ
る
こ
と
を
示
し
て
み
る
が
、
元
代
に
は
遡
に
総
世
，
穴
謙
地
織
の
顔
嚢
官
擁
の
地
瓢
が

あ
り
、
果
し
て
彼
の
薗
叙
の
響
儒
肇
て
よ
い
か
疑
問
で
あ
る
。
響
、
薗
鷲
如
く
龍
虎
山
岩
刻
し
た
と
す
る
と
、
蒙
古
民
族
震
下
に
あ

る
登
竜
の
丈
化
蓮
鋤
の
轟
と
見
る
・
と
は
鐵
奮
い
で
あ
ら
う
か
？
從
っ
て
、
・
の
闘
総
載
歯
痛
、
そ
蚕
糞
雲
ふ
恕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
り
　
　
む

　
藩
央
碧
海
聖
書
南
、
沙
漠
之
西
北
、
諸
蕃
異
域
、
殿
懸
賞
時
璽
、
荷
遼
細
筆
稽
、
羅
懸
者
既
不
能
詳
、
詳
騰
又
未
可
儒
、
敏
活
斯
類
、
館
矯
關
如
、

と
、
元
の
大
帝
綴
露
代
で
あ
り
な
が
ら
、
ゴ
ビ
沙
漠
以
南
の
大
難
漢
跳
族
の
応
化
醐
を
闘
【
歪
、
え
等
外
城
を
諸
蕃
異
域
と
乱
し
董
に
、
漢

跳
族
と
し
て
の
意
識
が
掛
て
る
る
と
恩
ふ
撫

霞
は
集
の
晦
は
河
北
繭
鷺
響
、
霜
と
響
ら
れ
て
る
薩
で
あ
宅
、
讐
禽
無
燈
後
、
疑
義
語
た
肇
委
。
。
し
か
馨

地
の
撃
壌
爵
慈
童
讐
の
覇
が
行
は
れ
た
の
竈
護
裏
の
民
楚
動
の
一
種
と
考
へ
、
れ
。
、
鞍
、
b
見
る
魅
、
．
．
の
講
の
爾
禺

奴
踊
は
酉
安
の
も
の
と
同
じ
く
阜
澱
薬
事
、
齊
麟
の
隠
代
に
建
設
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
ど
考
へ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
西
安
麗
筆
闘
の
「
鮫
學
上
石
」
の

句
で
あ
っ
て
、
壌
罎
け
、
遡
上
す
」
謹
撰
園
内
窪
嫌
な
學
校
に
禺
跡
騰
．
隻
安
本
）
を
分
鷹
し
て
、
石
刻
せ
し
め
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
る
・
安
陸
は
南
宋
の
領
域
で
あ
っ
た
か
ら
、
鑛
下
縁
轟
の
禺
跡
囲
と
講
じ
頃
、
建
設
さ
れ
た
も
の
と
考
へ
て
も
譲
り
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。

麿
山
定
雄
、
南
朱
淳
融
…
の
珊
劉
墜
理
闘
に
つ
い
て
（
東
方
墨
・
報
一
、
寅
　
京
、
第
十
一
研
…
之
一
）

陰
山
氏
は
本
輝
紀
載
の
地
名
の
考
落
よ
り
「
本
畷
は
紳
搬
願
鷹
代
婁
闘
を
滲
降
し
、
契
丹
闘
を
併
せ
て
作
泣
洗
た
も
窪
猿
閣
と
し
、
後
南
朱

の
光
家
の
世
に
盃
っ
て
黄
裳
が
烹
に
北
朱
末
の
地
名
に
憾
め
る
と
共
に
知
内
の
蒸
汁
購
河
や
新
興
金
の
地
名
そ
の
他
を
改
藁
堆
補
し
、
つ
い
で
傭
人

か
に
よ
っ
て
翼
三
部
四
川
の
地
築
の
み
理
祭
の
蜜
慶
年
間
に
至
る
改
禰
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
結
論
し
て
み
る
。

江
蘇
命
石
志
稿
、
金
石
十
一
に
本
騨
の
外
に
、
帝
斑
紹
浬
闘
な
雛
げ
、
こ
の
闘
中
に
歴
代
魯
窺
帯
を
駕
し
、
黄
帝
澄
り
始
り
一
管
理
寒
迄
を
蓮
べ
、

理
家
靴
今
上
黙
帝
と
総
し
て
み
る
鮎
激
り
塞
顯
は
費
裳
の
環
現
計
」
露
ず
と
し
て
み
る
．
．

費
一
山
氏
の
「
慧
眼
が
隔
壁
一
代
の
為
詳
醐
を
猿
炉
考
し
、
輩
下
丹
懸
門
を
榊
n
せ
て
侮
　
製
さ
れ
た
も
の
を
原
騰
一
と
し
篇
は
、
先
鮮
〃
薦
－
絶
叫
、
〃
駕
画
汝
灘
…
が
作
鱒
　
し
、
瀞
総
に
成
都
驚

に
て
綴
版
－
．
た
古
ム
フ
蕪
蹴
ぺ
庶
週
録
榊
繋
懸
　
及
び
問
じ
く
～
税
安
噛
灘
の
作
と
考
へ
ら
れ
る
元
符
貰
年
の
長
安
寧
禺
跡
翻
で
獄
な
い
か
と
偲
…
ふ
。
こ
れ
等
の
隅

（　s‘．，　）
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奮
藻
礎
と
し
、
部
分
的
に
地
名
を
補
修
し
て
、
光
鎌
の
晦
に
黄
裳
は
地
理
麟
翫
製
窪
し
、
更
に
理
祭
時
代
、
繊
川
に
遊
ん
だ
斑
致
瀧
が
、
こ
の
黄
裳

の
地
翻
を
糧
て
、
こ
の
闘
夢
話
器
に
當
欧
盲
己
寛
聞
し
た
閥
川
の
地
名
を
補
修
し
箏
曲
ら
語
る
。
．

こ
の
ゑ
丈
紋
蕉
蘇
金
石
志
稿
、
金
石
十
一
、
及
び
青
山
氏
の
論
文
に
罷
載
さ
れ
て
る
る
の
で
略
す
。

王
船
山
、
朱
朝
災
論
ハ
邦
灘
）
四
四
一
．
籔
。
　
　
　
・

林
諮
敵
、
支
那
に
於
け
る
露
論
の
爽
雌
（
郵
課
）
七
　
…
七
聡
頁
評

朱
代
の
地
方
行
政
上
織
は
駕
＝
級
の
路
の
下
に
、
第
二
工
め
肴
蹴
械
調
と
し
て
府
、
州
、
累
、
監
が
あ
衿
．
、
そ
の
下
愚
鯨
脚
が
あ
っ
た
、
朱
代
の
地
方

興ず

ヨ齬

維
は
霊
跡
と
し
て
、
駕
焦
一
級
の
針
ド
敵
蘇
捌
の
申
心
墨
に
建
澱
…
さ
れ
隙
も
の
で
あ
っ
て
、
邸
ち
富
ハ
暦
四
年
ハ
顛
龍
二
〇
照
門
㎎
囚
年
ウ
、
州
學
、
軍
墨
一
、

學
靴
置
選
、
r
そ
の
下
の
紙
障
は
縣
鰹
を
置
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ハ
周
富
久
、
中
蓋
鑓
堕
校
澗
度
続
、
從
っ
て
府
に
は
勿
論
…
、
、
庚
…
代
と
阿
じ
く
府
雄
が
羅

れ
謹
に
と
艇
v
へ
・
b
九
丁
、
こ
の
こ
と
け
旧
鎭
江
調
尚
跡
繍
開
銘
か
く
の
露
…
離
撃
乱
畝
鯵
縞
の
名
で
も
…
明
か
で
あ
る
。
脚
薗
臨
町
、
田
囲
鳴
け
凱
ぶ
兆
脚
贋
、
鋼
船
陣
鶴
け
m
渉
猟
汀
剛
鷹
…
、
曲
鰍
胆
州
は
峯

艀
、
安
陸
は
穂
安
府
、
編
陽
は
滋
州
で
あ
る
か
ら
、
西
安
、
鎭
江
、
蘇
州
、
安
陸
に
敵
府
雛
が
あ
夢
、
浴
陽
に
綜
州
學
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
⇔
そ

　
　
　
　

牌
…
雄
砂
の
位
器
｝
は
孔
子
爾
副
帯
文
麟
…
、
禦
臨
聯
に
あ
っ
た
こ
と
傑
、
州
侃
に
幾
れ
る
職
肖
地
名
で
亀
明
か
で
あ
る
が
、
筆
端
灘
・
編
…
既
叢
…
の
山
脚
兆
府
小
掘
ゆ
規
に
も
、

府
學
榜
准
使
轄
指
揮
於
笠
黎
廟
内
…
…
薫
和
元
年
醐
月
日

あ
り
、
こ
の
こ
と
を
誰
惣
立
て
・
み
る
。
こ
の
儒
教
と
数
育
と
2
致
の
望
郷
は
、
奮
然
の
こ
と
で
櫨
あ
る
が
、
こ
の
方
繊
の
暮
門
家
が
、
孔
子

覇
と
學
校
と
の
驕
葎
を
研
究
し
て
み
た
ら
憐
爵
い
題
窺
と
な
番
博
あ
ら
う
Q
も
う
…
つ
の
禰
白
い
問
題
に
災
郷
の
地
方
蹴
一
下
捌
…
度
の
珈
冗
欝
し
始
め
た

霞
宋
代
か
ら
㊧
こ
と
で
あ
る
と
云
ふ
事
塞
、
あ
っ
て
、
北
方
輪
転
、
の
剃
戦
に
セ
ち
げ
、
民
謡
離
家
め
態
勢
撫
備
へ
始
め
た
朱
に
と
っ
て
必
要
な
旛
設
、

あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
こ
れ
又
、
酸
焼
敗
艶
羨
禰
以
後
の
學
絞
再
綴
織
と
翔
ひ
獲
ず
る
も
の
で
、
こ
エ
に
教
育
施
設
と
馬
夢
心
動
と
の
關
係
と
潟

面
由
い
問
、
題
竜
驚
曲
熱
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
．

　S：1　）

代
の
勉
醐
と
跳
蕨
漣
勤
ハ
櫓
照
）

八
十
七
．
巻
　
第
｝
號
．

…
瓢
，


